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【手続補正書】
【提出日】平成27年11月6日(2015.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
燃料電池に用いられる電解質膜において、
少なくとも固体高分子膜を基材とする膜本体を備え、
前記膜本体は、
プロトンを電導するイオン交換基を含む親水部と、疎水性材料で形成された疎水部と
を有することを特徴とする電解質膜。
【請求項２】
前記疎水部は前記親水部を囲むように形成されていることを特徴とする請求項１記載の電
解質膜。
【請求項３】
前記親水部は、前記膜本体の一側表面から他側表面に連通して形成されていることを特徴
とする請求項１又は２記載の電解質膜。
【請求項４】
前記親水部は、前記一側表面から前記他側表面に向かって先細形状に形成されていること
を特徴とする請求項３記載の電解質膜。
【請求項５】
前記疎水部は、格子状に形成されていることを特徴とする請求項２～４のいずれか１項に
記載の電解質膜。
【請求項６】
前記膜本体の一側表面及び他側表面の少なくともいずれか一方の少なくとも疎水部の表面
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にイオン交換基を含む表面層が形成されていることを特徴とする請求項１～５のいずれか
１項に記載の電解質膜。
【請求項７】
燃料が供給されるアノード電極と、
酸化剤が供給されるカソード電極と、
前記アノード電極と前記カソード電極間に設けられた請求項１～６のいずれか１項に記載
の電解質膜と
を備えることを特徴とする膜電極接合体。
【請求項８】
請求項７記載の膜電極接合体を備えたことを特徴とする燃料電池。
【請求項９】
燃料電池に用いられる電解質膜の製造方法において、
疎水性材料で形成された膜本体の一部に量子ビームを照射する工程と、
前記膜本体にスチレンモノマーをグラフト重合する工程と、
プロトンを電導するイオン交換基を導入する工程と
を備え、
前記イオン交換基を含む親水部を前記膜本体に形成することを特徴とする電解質膜の製造
方法。
【請求項１０】
前記膜本体の一側表面の少なくともいずれか一方の少なくとも疎水部の表面にイオン交換
基を含む表面層を形成する工程を備えることを特徴とする請求項９記載の電解質膜の製造
方法。
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